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 Ｒの友紹介、ローターアクト委員会報告 

 会長エレクト研修セミナー報告  

 寄付カード 

             青木一幸 会長 
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    ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ   小笠原賢治委員長 
     

      
     会長 青木一幸 

 
 皆さん、こんにちは。およそ三週間ぶりの例会とな

ります。皆さんお元気にされていたでしょうか。随分

と温かくなり、桜も新緑が目立つ葉桜となりました。

寒いのが苦手な私としては大変うれしい限りですが、

ただこの３年のコロナの影響で、３月になってもイン

フルエンザの罹患者が多いとも聞いています。気を緩

めず、健康管理にはどうぞご留意ください。 

 ところで、前回の例会では、ダムの有用性について

北海道大学の泉教授から卓話をいただきました。いわ

ゆるダム賛成のスタンスでの話だったかと思います。

個人的には非常に納得感を持って聞かせてもらいまし

た。ただ時期が時期ですので、中立性を旨とする人吉

ロータリークラブとしましては、逆の立場の方のお話

を聞く機会も設けるべきかとも思いましたが、スケ

ジュ－ルの問題などいろいろ思案した結果、それにつ

いては見送りといたしました。多様な見解を見聞きす

  国 歌  「君が代」           

  Ｒ Ｓ  「それでこそロータリー」 

ることの重要性は前回の卓話でもお話したところでも

ありますので、皆さんそれぞれ、個人個人の立場で情

報収集に努めていただき、各自の意思決定につなげて

いただければと思います。 

 さて、本日はこのところ話題のＡＩについて少しお

話したいと思います。特に最近いろんな意味でマスコ

ミをにぎわしているのが「チャットＧＰＴ」です。

チャットＧＰＴというのは、オープンＡＩというアメ

リカの人工知能研究所で開発されたチャットボットで

す。 

 ちょっとした文章や論述などテーマを投げかける

と、瞬時にしかもそれなりの質も担保した回答・論文

を作成してくれるもので、これがより精度を増してく

ると特にホワイトカラーの人たちの職種の仕事の何割

かは取ってかわられるのではとの懸念が広がっていま

す。私も作成例を見たことがありますが、かなりの出

来栄えでしたので、そうした懸念も腑に落ちたところ

でした。 

 しかし、先日の新聞で、このチャットＧＰＴがなに

かの質問に対して差別的な表現を含んだ回答をしたと

かいうことで、問題視する記事が囲みの記事として結

構大きく取り上げられていました。ただあらためて考

えると、こうした記事の扱いには少し違和感を覚えず

にはいられません。就中、ＡＩといった類のものは、

大なり小なり、こうした“バグ”があるのが普通で

あって、そのＡＩに完全なものを求めること自体、そ

もそもナンセンスなことではないかと思うからです。 

 人類の歩は、生活の余裕、ありていに言えれば

「暇」を生み出すために、たゆまぬ技術革新などの創

意工夫を続けてきた歩とも言えます。ＡＩもその文脈

の延長にあって、この流れは好むと好まざると止める

ことはできないのだろうと思います。従って、技術革

新の成果をどのように活用し使いこなすかは、まさに

それをつくり出した人間の責任として、不完全なもの

であれば、それが許容される範囲で利用すれば良いこ

とではないかと個人的には思います。 

 もっとも、先ほどの労働市場への影響だったり、

誤ったプロパガンダが世間に与える問題だったり、Ａ



Ｉ開発の元になる人々の行動や言動の履歴取得の面で

のプライバシーの問題等々、その波紋の大きさから、

ＡＩ開発の進展の加速度的なスピードに一旦待ったを

かけるべきとの主張が最近は数多く聞かれるように

なってきました。この点は確かに一理あると思いま

す。ただ、ＡＩ問題の本質は、先ほども申し上げたと

おり、ひとえに我々人間サイドの心持ちやスタンスの

有り様次第ということだろうと思います。 

 あるお寺の住職の方の記事だったと思いますが、人

間、ほんとうに何もする必要のない「暇」ができる

と、ろくなことは考えない。昨今の心の病いが多いの

も、便利な時代になって、そうした「暇」が以前より

増えたことが、余計なことを考えすぎる時間を増や

し、そうした病の増大にも影響しているのではと言わ

れていました。 

 ＡＩの出す答えにここが違うとかここは社会的に問

題だとか一喜一憂するより、その程度のものだとの前

提で、ＡＩの答えを自分の中で咀嚼して、自身でより

良い判断をするくらいの手間は残した方が人類にとっ

てはむしろハッピーな世界ではないのかなと思いま

す。 

 最後にＡＩについての直近のエピソードを紹介しま

す。ＡＩに「今後、ＡＩの開発を加速させていくべき

か否か」を質問したそうです。するとＡＩは、「それ

については、現時点で一旦立ち止まって検討すべき」

という回答を導き出したそうです。なにかブラック

ジョークのような感じもしますが、これを聞いて皆さ

んはＡＩというものをどう評価されるでしょうか。 

 以上、最近の雑感でしたが、これにて本日の会長の

時間を終わります。ご清聴、有難うございました。 

 

 
 
     幹事代理 小笠原賢治 
  

≪連絡事項≫ 

・４月ロータリーレート 1㌦133円 

・ガバナー月信４月号地区ＨＰ掲載のお知らせ(回覧)   

・第4回地区新会員オリエンテーションご案内 

     ZOOM（オンライン）のみで開催 

     日時：令和５年５月２６日（金） 

     18:30～20:00（zoom開室18:00） 

・４月１５日地区大会２次会用ナイトマップ（回覧） 

・例会変更･取りやめのお知らせ（回覧） 

  熊本城東、熊本南ＲＣ、熊本西南ＲＣ 

・財団室NEWS 2023年４月号 （回覧） 

・米山記念館 館報 春号 （回覧） 

・八代ＲＣ週報 （回覧） 

 

  

     委員長 平山 修 

【親睦委員会】       委長長 井手富浩 

 

 

 

【ガバナー補佐】 熊本第６Ｇガバナー補佐 延岡研一 

 本日皆様のお手元に「熊本第６グループＩＭ」の報

告書をお配りしております。当日参加できなかった

方、また、記念講演についても詳しく載せております

のでぜひご覧になってください。皆様ご協力ありがと

うございました。 

  

【ゴルフ愛好会】      運営委員会 水野虎彦   

   宮崎遠征成績発表  

  ３月１８日(土) ハイビスカスゴルフクラブ 

  青木会長杯 第８戦 優勝 中川貴夫会員 
 
  ３月１９日(日) 青島ゴルフ倶楽部 

  青木会長杯 第９戦 優勝 水野虎彦会員 
  《ワンオンチャレンジ 人吉RC奨学基金寄付》 

      3/18 2,237円  3/19 1,700円  

    

【雑誌委員会】  

 ロータリーの友４月号紹介           

              雑誌委員長 上村祐一 
 
2023年４月号から興味の沸いた記事を紹介します。 

＜横組み＞ 

・ｐ８～ ロシア軍によるウクライナ進行から半年が

過ぎた2022年秋に「ＲＯＴＡＲＹ」の編集長ウェン・

ホァンがウクライナ西部リビウで目の当たりにした

「戦時下の日常」のリポートです。本記事を読み、

ロータリーの世界的ネットワークの広がりに感心する

とともに、日本とは違う「日常」に、深く心を痛めた

ところです。 

 リビウは、ウクライナ西部のポーランド国境にある

都市です、激戦となっている東部に比べ比較的戦禍を

まぬかれていると報道では伝えられているように思い

ますが、ホテルのチェックインの際には「防空壕の案

内」が渡され、まず戸惑ったとのことです。戦争が始

まりウクライナのロータリー会員たちは危機管理委員

会を結成し、避難民の支援を最優先事項とし、支援機

関からの寄贈物資を受取り、積み込み、配布していま

す。 

 又、フィンランドのRCと連携し、複数の都市で故郷

を追われた子供や孤児たちに「サンタプロジェクト」

を実施し大歓迎を受けました。ロシアのミサイル攻撃

によりサンタが避難することも多々ありましたが、訪

現 会 員 数   47名 出席免除会員数 1名 

出席義務会員数 46名  

欠 席 者 数 21名 
 

出 席 者 数 25名 

免除会員出席数 1名 ZOOM(1) 会場(25) 

          ４月結婚記念祝い  

 愛甲 康会員   ３日  堤 正博会員   ３日 

 大賀睦朗会員  ７日  増田隆二会員  １２日 

 水野虎彦会員 １５日  戸高克彦会員  ２１日 

            ４月誕生祝い  

 渡辺洋文会員   ２日    堤 正博会員 １５日 

 大賀睦朗会員 ２９日   



問は続きました。旧市街地に出ると（ｐ８ー９）の写

真のように活気があり「いつもの日常」かと思った

が、戦死者や戦災孤児の写真（ｐ１４）が通路に並

び、喪服の女性が泣いて祈っている光景を目の当たり

にして、「凍り付いた」そうです。戦時下の日常がそ

こにあると感じました。    

＜縦組み＞ 

・ｐ４～ ５０歳過ぎて外務省医務官にチャレンジ

し、１３年間４ヶ国で従事した女性の話。最後の方

に、海外に行く際のためになる「教訓」もあります。 

＜セネガル＞最初の赴任地、「セネガル？」ピンとき

ませんが、アフリカ最西端パリーダカールラリーで聞

いたことのある、ダカールが首都の国、断水と停電、

寄生虫のいる水、悪戦苦闘、アフリカの近代化はまだ

まだではないかと感じたとのことです。 

＜キューバ＞医療器材はアフリカとは雲泥の差、特に

内視鏡部門は日本のトップメーカーの機器が揃い充

実、また、母子保健制度もとても整っていたり、糖尿

病の自然療法に日本から取り寄せた海苔、わかめ、玄

米食をイタリア人シェフが料理した食事がおいしく、

なかなか興味深いものだったとのことです。 

＜ブルガリア＞少し前まで社会主義国だったこともあ

るのか、医療に関してサービス精神の無い国でした

が、日本から供与した機材は丁寧に有効活用されてい

たとのこと。 

＜ベトナム＞キューバに引けを取らない内視鏡充実ぶ

り、ただ、患者の血液検査もせず診察をする流れがあ

るようで感染症に関しては怖い状況だったとのこと。 

【教訓】 

「海外渡航の際は海外医療保険に入っていた方が安

心」日本への緊急搬送が必要となった際、2000万円現

金で振り込まなければ出来ない、と回答された経験が

あるとのことです。 

・ｐ２０～ 熊本県関連のインターアクターの活動が

紹介されていました。 

 

【ローターアクト委員会】   委員長 伊久美早利 
  
    ローターアクトクラブの現状について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【次年度】       会長エレクト 北昌二郎 
 
   会長エレクト研修セミナー報告 PETS  

    期日：2023年3月11日（土）・12日（日） 

    会場：マリエールオークパイン日田 

       昭和学園高等学校 

2023-24年度 国際ロータリー会長  

  ゴードン R. マッキナリー氏 

 
 サウス・クイーンズフェリー ＲＣ所属    

                 （スコットランド） 



 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の予定 

次年度委員会は５月の地区研修協議開催までに家庭集

会を開催し事業計画を立てて頂きます。せっかく委員

長になったやっでの決意表明もお願いします。 

以上報告を終わります。ご清聴ありがとうございまし

た。 

 

 
 
【寄付カード】 
 
〈ニコニコ箱委員会〉 

・平山会員 みなさんニコニコ宜しくお願いします。                                 

                       

 
 
         点 鐘   青木一幸 会長   

 

 

 

1984年、26歳でロータリーに入会。 

サウス・クイーンズフェリーＲＣに所属し、グレート

ブリテンおよびアイルランドの国際ロータリー

（RIBI）の会長と副会長、RIの理事と委員会メンバー

（2022 年ヒューストン国際大会委員会アドバイザー、

運営審査委員長など）を務めた。 


